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   平成１６年４月２１日 

各      位 

 

会 社 名  株式会社ＴＫＣ 
代表者名  代表取締役社長 飯塚 真玄 

（コード番号９７４６ 東証第１部） 

問合せ先  取締役総務本部長 岩田 仁 

（TEL．  ０３－３２３５－５５１１） 

 
中間業績予想の修正に関するお知らせ 

 
 最近の業績の動向等を踏まえ、平成１５年１１月２０日の決算発表時に公表した平成１６年９月期
中間期（平成１５年１０月１日～平成１６年３月３１日）の業績予想を下記のとおり修正いたします。 
 

記 
 

 
１．平成１６年９月期中間連結業績予想数値の修正（平成１５年１０月１日～平成１６年３月３１日） 

（単位：百万円、％） 

 売 上 高 経常利益 中間純利益 

前 回 発 表 予 想            （Ａ） 24,400 1,800 880 

今 回 修 正 予 想            （Ｂ） 24,864 2,182 1,199 

増  減  額          （Ｂ－Ａ） 464 382 319 

増 減 率            （％） 1.9 21.2 36.3 

（ご参考）前期実績 
（平成１５年３月中間期） 

24,706 2,900 1,396 

 
２．平成１６年９月期中間単独業績予想数値の修正（平成１５年１０月１日～平成１６年３月３１日） 

（単位：百万円、％） 

 売 上 高 経常利益 中間純利益 

前 回 発 表 予 想            （Ａ） 22,100 1,680 832 

今 回 修 正 予 想            （Ｂ） 22,786 2,092 1,168 

増  減  額          （Ｂ－Ａ） 686 412 336 

増 減 率            （％） 3.1 24.6 40.4 

（ご参考）前期実績 
（平成１５年３月中間期） 

22,696 2,837 1,411 

 

 

 

（財）財務会計基準機構会員  
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３．修正の理由 

    平成１５年１１月２０日の決算発表時に公表した平成１６年９月期中間期（平成１５年１０月１ 

日～平成１６年３月３１日）の業績予想は、前頁に記載のとおり前年中間期と比較して減収（連結 

売上高 1.2％減、単独売上高 2.6％減）・減益（連結経常利益 37.9％減、単独経常利益 40.8％減／連

結中間純利益 37.0％減、単独中間純利益 41.0％減）でありましたが、平成１６年２月１０日付け「平

成１６年９月期 第１四半期業績の概況（連結）」を発表以降、次に記載の理由により、増収（連結

売上高 0.6％増、単独売上高 0.4％増）・減益（連結経常利益 24.8％減、単独経常利益 26.2％減／連

結中間純利益 14.1％減、単独中間純利益 17.2％減）の見通しとなりました。 

 

（１）会計事務所事業部門 

 ①大企業の業績回復が報道されている中、会計事務所の関与先である中小企業の経営環境はまだま

だ厳しいものがありますが、新しい顧客会計事務所の増加と新しいシステムの提供により、コン

ピュータ・サービスにかかる売上高が順調に推移したことによります。 

 ②金融庁殿のリレーションシップバンキング構想において、中小企業金融再生に向けた取り組みの

一環として、地域金融機関のアクションプランとして「財務諸表の精度が一定水準以上と考えら

れる企業」に対する優遇処置が求められたことなどにより、特に金融機関から当社システムと当

社の顧客である会計事務所の業務品質についての評価が高まりつつあることも追い風となってい

ます。 

 ③当社が会計事務所を通して提供する関与先企業向けのパソコン会計ソフトのラインナップが、建

設業用、社会福祉法人用、公益法人用、病院・診療所用と業種別に拡大したこと、並びに法人税

及び所得税の電子申告が全国的に開始されることにより、新たな需要が生まれソフトウェア売上

高が増加すると共に、パソコン、サーバなどのオフィス機器の売上高も順調に推移したことによ

ります。 

（２）地方公共団体事業部門 

①平成１７年３月末を目標に総務省殿において積極的に推進されている市町村合併に対応して、統

合支援に伴うソフトウェア売上高、コンサルティング収入が順調に推移したことによります。 

②市町村合併に伴う行政情報システムの円滑な統合に向けて、「e-TASK マスター」シリーズを機能

強化するため、多額な研究開発投資を当中間期に見込んでおりましたが、期初計画に対して、一

部当下半期にずれ込んだことにより、これに係る営業費用が当初見込額に対して減少したことに

よります。 

（３）印刷事業部門 

  厳しい価格競争により、従来型のコンピュータ用連続帳票の需要が低下しましたが、当中間期に 

おいてはＤＰＳ（データ・プリント・サービス）関連商品の需要が好調であったことによります。 

 

なお、以上の理由により、中間期の業績予想を修正しますが、通期の業績予想につきましては、 前

回公表（平成１５年１１月２０日）した数値は変更しておりません。 
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（ご参考 平成１５年１１月２０日発表の通期連結業績予想数値及び通期単独業績予想数値） 

 
（１）平成１６年９月期連結通期業績予想数値（平成１５年１０月１日 ～ 平成１６年９月３０日） 

（単位：百万円、％） 

 売 上 高 経常利益 当期純利益 

平成１６年９月期予想数値 52,000 5,750 3,030 

（ご参考） 
前期実績（平成１５年９月期） 

50,781 5,700 2,963 

 
（２）平成１６年９月期通期単独業績予想数値（平成１５年１０月１日 ～ 平成１６年９月３０日） 

（単位：百万円、％） 

 売 上 高 経常利益 当期純利益 

平成１６年９月期予想数値 47,826 5,560 2,990 

（ご参考） 
前期実績（平成１５年９月期） 

46,888 5,549 2,981 

 
  以上 


